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平均校合圧は天然歯の切爾部の 11.5kgに比し義歯使用者では約半分の 6 .4kg であり，臼歯部では前者
が37.2kg に対し後者のそれは 9.7kgで、約1/4に過ぎなかった D 埋込型ゾンデで 3 種の実験義歯の臼歯部校
合圧を比較したが，低義歯と高義歯は規準義l掴よりいずれも最大校合圧は約 2.3kg低かった。
四日爵値，阻噛回数，阻日爵時間は義歯聞の差は少なかったが，一般に規準義歯が最も良好な結果を示し低









本研究により義嗣作製時に考慮すべき Vertical Dimension 及び佼合而形態の生理学的意義及ぴその規
準が1m らかになった。
論文の審査結果の要旨





た。校みしめ [1 1j ， I旬;義踊の場合， {正義指と規準義歯に比して凹日爵筋筋電図活動は必かった。平均校合圧は
天然J却の切陶i郊の平均 11. 5kgに比し，義歯使用者では約半分の平均 6.4kg であり，臼歯部では前者が平






以上の研究は義歯作製時に考慮すべき Vertical Dimension 及び佼合商形態の生理学的志義及びその規
準を明らかにしたもので，本論文は商学博士の学Dl.を受けるに充分の資格あるものと認める。
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